
三角比（3）　余弦定理・面積利用の問題

＜面積を利用した有名問題①＞　内接円の半径を求める

巨］基礎射17］
△AβCにおいて、AC＝8、月C＝7、∠ACβ＝1200とする。

このとき、次の値を求めよ。

（l）△AβCの面積ざ　（2）Aβ　（3j　△AβCの内接円の半径r

匪］（。／夕
＜面積を利用した有名問題②＞　角の2等分線に関する問題

回　△ABCにおいて・AB＝2，AC＝3，A＝600とし，∠Åの二等分線と辺BCの交点をDとする
とき，線分ADの長さを求めよ。
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［司基礎即19］
右の図のような直方祢AβCか一五FG仔において、Aβ三、倍、

Ap＝AE＝1とする。さらに、点Aから平面ガガガに垂線AJ

を引く。このとき、次のものを求めよ。

（1）四面体A月か居の体積y

（2）線分β8、8g、Eβのそれぞれの長さ

（3）cos∠月か且の値

（4）△βpgの面積5

（5）線分AJの長さ
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